
 
 

『新鳥取県史通史編・現代１』の編さんの柱について  
 

令和８年３月  
鳥取県史編さん会議  

 
鳥取県史「通史編（現代）」の調査編集にあたっては、鳥取県史編さん方針（令和 7

年 2 月 11 日制定）に基づき、各編に共通する問題意識を次のとおり整理し、政治・経
済・社会・文化の各分野に共通する柱として執筆を進める。  
 
 
１  人々の声  
 これまでの自治体史は、行政施策を重点に描かれることが多く、ともすれば行政か
ら見た出来事の羅列になりがちであった。本県史では、例えば、ある政策が実施され
るにいたった人々の動きや、その政策を人々がどのように受け止め、どんな影響がも
たらされたのかという視点を取り込んでいきたい。出来事の客観的な評価にとどまら
ず、新聞・手記・オーラルヒストリーなど人々の多様な生の声を取り上げて、「ひと」
や生活、それらのつながりから「見る」、「考える」という観点での歴史叙述を目指す。
ここでいう「人々」とは現在県内に居住する人々に限らない。本県を離れて他所で生
活する人々、一度離れたが戻ってきた人々、県外・国外から来た人々等、この土地に
関わったさまざまな人々の声に耳を傾け、県史全体に反映する。  
 
２  民主化の歩み  
 敗戦後の新たな社会の枠組みを目指した「民主化」は一律に全国同じような状況に
あったわけではない。特に 1950 年代半ばまでの日本は農業をはじめ第一次産業を基
盤とした産業復興を目指し、地方の大都市圏への貢献度も高かった。戦後を通じて民
主主義・平和主義・人権という日本国憲法の理念が、どのような形で地域社会に浸透
していったのか。ＧＨＱ地方軍政部活動報告書の解読成果などを踏まえた本県独自の
状況や取り組みに注目した記述を行う。  
 
３  周辺性と偏り  

日本海側に位置し、人口最少県である本県は、太平洋側を中心に進められた地域開
発や経済成長から大きく取り残されてきたが、高度経済成長期を前後する開発行政は
均衡ある国土の発展を標榜し、本県も「後進性の打破」を掲げ、経済発展と県民生活
の向上に取り組んだ。一方そうした「周辺性」は、この地域の人々に民藝運動やジゲ
おこしなど内発的・自立的な活動を促し、日本海対岸地域との交流への指向をもたら
した。県内に目を向けると、都市部と中山間地とのあいだの経済格差、文化的資源の
偏りなどの克服が目指された。地理的・経済的・文化的「周辺」と「偏り」を意識し
た記述を行う。  
 
４  「ふるさと」との葛藤  

明治時代に国民国家が創設される過程で仮構的に作られた「ふるさと（故郷）」の概
念は、生まれ育った地域を指すことばとして広まった。戦後、復員者や引揚者が戻り、
民主的な改革が進むと、「ふるさと」は終戦直後の疲弊したものから活気に満ちたもの
となるが、高度経済成長は空前の県外転出者を生む。特に本県では、唱歌「故郷」の
作曲者岡野貞一が鳥取市出身ということから、戦後様々な場面で「ふるさと」を意識
した施策が行われた。その時々の政治・社会情勢によって変容を強いられた「ふるさ
と」と向き合い、時に翻弄され続けた本県の現代史を編む。  
 
５  女性  
 戦後から現代にかけて大きく価値観が変化していくなかで、地域、コミュニティ、
家族等も大きく変容していった。こうした社会や価値観の変容に最も影響を受け、ま
た影響を与えたのは女性であろう。戦後すぐから国会議員や県議会議員として女性が
活躍し、その後は婦人学級などの社会教育をとおして地域社会の担い手となり、時に
は反原発など社会運動の先頭に立つ。軽自動車の普及率やカレールウの消費量など、
働く女性の多さを反映する指標の高さは本県の特色である。従来取り上げられること
が少なかった女性の活動に光をあてた記述を行う。  
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